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文化・芸術News
須恵町

　九州産業大学造形短期大学部の学生による遺影撮影会を、今年も開催します。写真撮影からプリントま
で、すべて大学生が行います。
　おしゃれをして外出する機会づくりや、きれいな写真を本人や家族が見て喜ばれる話題づくりに、ぜひ
お越しください。
▶日　時　7月30日（火）、31日（水）　10時～12時、13時～16時
　　　　　※撮影からプリントにかかる時間は20分程度です。
▶場　所　�アザレアホール須恵　3階和室�

（須恵町大字上須恵1180-1）
▶定　員　1日100人（1時間当たり20人）
▶料　金　無料
▶申込方法　①右記QRコードより申し込み
　　　　　　②電話で申し込み
　　　　　　③アザレアホール窓口で申し込み
▶申込期間　7月19日（金）まで

　 ・問社会教育課�文化財係
　　　��☎�934-0030（ダイヤルイン）

～そろそろ遺影を撮りませんか？～

2 � 須恵町�文化・芸術News
3 � まちの話題
5 � 仲島水辺公園オープン！
6 � まちの史跡めぐり
8 � 後期高齢者医療についてのお知らせ
10 � 介護保険料額決定通知書を送付します
11 � 秋の集団検診の予約が始まります
12 � 幼保無償化に伴う利用料・待機児童支援助成金、定額減税の調整給付について
13 � 上須恵祇園山笠開催、夏休みアザレアロードショー、ふれあい夏フェス開催
14 � 役場からのインフォメーション
16 � 須恵町社会福祉協議会職員募集、地域包括支援センターにご相談を！
17 � 若杉クラブだより、俳句・川柳
18 � わくわくデイサロン、消費生活110番
19 � 粕屋警察署だより、みんなを守る119、商工会だより
20 � 情報いろいろ
21 � 認知症サポーター養成講座開催のお知らせ
22 � 図書館だより
23 � ハッピーバースデー、乳幼児健診・さんさぽカレンダー
24 � まちの情報カレンダー　休日当番医、水道指定業者　アザレアホール予定表他
26 � 令和6年度�職員採用試験の実施について、アビスパ福岡須恵町応援デー
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　今月号の表紙は、中学校で行わ
れた体育会の様子です。
　懸命に、まっすぐに、青春を駆け
抜ける生徒たちは、たくましく競技
に臨んでいました。
　練習の成果を存分に発揮し、一
致団結して仲間と喜びを分かち合
う様子は、とてもまぶしく、素敵で
した。

関連ページは4ページ
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韓国視察団の皆さん

　日本のふるさと納税制度の運用状況や、返礼品提供事業者との連
携などを調査するため、はるばる韓国から視察訪問がありました。
　参加者は韓国の行政職員やふるさと納税受託業者など、総勢20人
ほどで、本町担当者から、町の返礼品や事業者の紹介、事業の運用状
況についての説明を行いました。
　韓国でも2023年からふるさと納税制度が始まっており、制度に多
少の違いはあるものの、応援してもらうためのまちづくりや、町と関
連事業者との連携が大切であることに違いはないことを伝えました。
　参加者からは多くの質問があり、有意義な研修となりました。

＠4/11
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木

韓国からふるさと納税事業の視察訪問
がありました

　地域や社会とのコミュニケーションを図ることができるよう、町
内の在留外国人を対象に日本語教室を開催しました。参加者の国籍
はベトナムとインドネシアで、総勢24人が参加しました。
　当日は岳城ハイキングを行う予定でしたが、あいにくの雨により、
あおば会館でソフトバレーボールを行いました。ルールの説明や会
話は、すべて日本語で行い、チーム編成も無作為に行うことで、国籍
や生活環境が異なるお互いを知るきっかけになり、新たな交流の場
となりました。
　令和6年度は日本語教室を5回実施する予定で、次回は須恵町食生
活改善推進員の皆さんとの料理教室を予定しています。

＠5/12
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日
第1回日本語教室を開催しました

ソフトバレーボールに参加した
在留外国人の皆さん

　株式会社シンク・アイ�ホールディングス様より、昨年に引き続き、企業版ふる
さと納税を活用した寄付金をいただき、須恵町役場で感謝状の贈呈を行いました。
　代表取締役の京谷�忠幸様は、「日頃より地域の皆さんから多大なご支援をいた
だいておりますので、地域の発展ならびに須恵町の子どもたちへの支援に少し
でも貢献できればとの想いで寄付をさせていただきました。また、この寄付を
きっかけに地域の企業にも支援の輪が広まっていけば幸いです。」と話されまし
た。
　この寄付金は、企業有志で組織された須恵町青少年アンビシャス応援団が町
を想い実施する、須恵中央駅の美化や小学生を対象とした無料塾の運営、小中
学校へのゲストティーチャーの派遣（夢ひろば）など、青少年健全育成事業の財
源に充てられます。

＠4/19
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金
ご寄付をいただきました

株式会社シンク・アイ ホールディングス
　町内事業者の株式会社ピーエムティーの親会社であり、ものづくり国家である日本の匠・高度技術を承継
し、社会課題の解決に向けたコトづくり・ソリューションへのシフトを進めています。持続的な競争優位性
を創生し、収益力を高め、地域経済の成長および雇用への貢献を果たしています。

株式会社シンク・アイ�ホールディングス
京谷�忠幸様（左）と平松町長（右）

寄付実績はこちら 須恵町青少年アンビシャス
応援団ホームページ

詳細はこちら
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